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まえがき 

 
 この報告書は、平成 27年度事業として、当協会内に設置した「災害時の船舶から陸上側

電気設備への電力供給に関する調査研究」委員会（以下「災害時船外給電」委員会という。）

における調査検討の成果をまとめたものである。 

 

 東日本大震災の直後に発生した大規模かつ広域な停電発生は直接／間接を問わず被災し

た方々に大きな影響を与えることとなった。 特に信号の停止による交通網の混乱や照明・

暖房機能の不全といった生活への直接的な影響は記憶に新しい。 

一方、各種産業界においても被害と影響は甚大であり、例えば、岩手県久慈市の漁港では

冷凍冷蔵庫が停止し、中に冷凍保管されていた 1,800 トンもの魚介類が解凍してしまった。 

これらは全て廃棄処分となり、その損害額はおよそ２億円にもなった。 

このような陸域の大規模停電発生中にあっても海上には津波を逃れた船舶の灯りが煌々

と輝いていたという被災者の証言が多くあった。 これは単に暗闇に沈む陸域と明るく輝く

海域という非日常性が被災者の不安な心理に印象づけられた光景として語られているので

はない。 その船上の電力を停電中の陸域に供給して欲しいという差し迫った現実に対する

願いが込められていると考えるべきであろう。 

このような被災者の声を受けて、東京海洋大学をはじめとする各分野で、激甚災害時に船

舶の発電電力を陸上に供給できないかという検討が始められた。 また、地方自治体である

兵庫県美方郡香美町では平成 25 年 8 月の防災訓練の際に柴山港を母港とする漁船を使用し

て船から陸上へ電力を送る実証実験を行っている。 

 

一方、船舶にはもともと人間が生活する上で必要最低限の基盤が備えられていることから

大災害時における船舶の活用として、単に物資・人員の輸送のみならず、給食・宿泊施設・

入浴施設の提供等の多面的な役割を担うことができるものとして再認識されている。 

以上のような個々の先行検討事例や社会的な認識の変化を受けて、国土交通省では、平成

25 年 5 月に「大規模災害時の船舶の活用等に関する調査検討会」を設置している。 この

検討会では、大規模災害時における船舶の具体的活用方策に係わる問題について議論されて

おり、活用可能船舶の確保、船舶活用に関する実務手順の円滑化等について最終報告書でま

とめられている。（平成 26 年 3月） また、平成 27 年 3月には、「災害時の船舶活用の円滑

化の具体的方策に関する調査検討会 最終報告」により災害時の速やかな船舶の活用を行う

ための実務手順、船舶活用マニュアルの策定等の検討が行われている。 

これら国土交通省の報告書の中においても、船舶が発揮しうる機能役割の１つとして「電

力供給機能」が報告されている。 

以上のような経緯から、当協会としては、大災害時における緊急対策として考えられる船

舶の活用機能のうち「電力供給機能」について調査・研究を行い、具体的な実施要領を盛り

込んだ調査・研究報告書を作成した。 これにより、今後発生し得る激甚災害に対して船舶

の電力供給機能を有効にするための緊急対応策に資することとした。 
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また、当協会の会員である船舶電装事業者向けに「災害時船外給電作業マニュアル」を作

成、配布することとした。 これにより、緊急時に船舶から陸上へ給電するための実務手順

を全国の船舶電装事業者に周知し、各地域の緊急対応策に貢献するきっかけ作りとなること

を念頭においた。 

 

 本報告書の作成に際して、執筆や編集にご協力賜りました各委員、関係省庁の方々、関係

資料のご提供並びに実地調査にご協力頂いた兵庫県美方郡香美町、但馬漁業協同組合及び栄

正丸、光春丸に深甚の謝意を表する。 
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